
土砂災害の前兆を知っていますか？
～お住まい周辺の危険箇所について確認しましょう～

●　「結婚応援セミナー」を開催します。
　独身男女を対象に結婚に対するポジティブな意識を高めるた

　めのスキルアップセミナーや親世代向けの婚活セミナーなどを
　開催します。

●　ゆいネット（メールマガジン）を配信します。
　出会いと交流のイベント情報などを、希望する方にメールで

　配信します。
※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム > 健康・福祉 > 青少年・子ども > ゆいネット > 

「ゆいネット」（メールマガジン）

こんな地形では、こんな災害に注意！こんな前兆に気をつけて！

雨が降りやんだ後でも
土砂災害が発生することが
あるので注意が必要です!！
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　山崩れに注意が必要です。山崩れは
集中豪雨ばかりではなく、地震によっ
ても発生します。特に、シラス地帯で
は、崩れやすいので注意しましょう。

　山間部の集中豪雨に注意してくだ
さい。豪雨によって山崩れが起きる
と、土石流の危険があります。

　がけ崩れに注意が必要です。がけ
崩れは、豪雨などによって突然発生し
ます。

　河川の流域や、かつて河川敷だっ
たところは、豪雨によって洪水に見舞
われる危険があります。

がけ崩れの前兆
●がけから水が湧き出してくる
●がけに亀裂が入る
●がけから小石がバラバラ落ちてくる
●がけから木の根が切れるなどの異様
　な音がする

地すべりの前兆
●井戸や沢の水がにごる
●地面にひび割れができる
●斜面から水がふき出す
●家や擁壁に亀裂が入る
●家や擁壁、樹木や電柱が傾く

土石流の前兆
●山鳴りがする
●雨が降り続いているのに川の水位が下がる
●川の水が急ににごったり、流木がまざり始める
●腐った土の臭いがする

ようへき

　県防災研修センターでは、大型のモニター画面や模型等の展示施
設を使って、災害への備えなどを解説しており、どなたでも自由に見
学できます。
　いざというときに役立つAEDなどの応急処置や、防災マップづくり
などに関する研修も行っています。
　また、県防災アドバイザーが町内会・学校などに出向いて実施する
出前講座も実施しています。

県庁建築課　☎099(286)3739問い合わせ先

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2778問い合わせ先

県庁危機管理防災課　☎099(286)2256　 県庁砂防課　☎099(286)3618　 県庁河川課　☎099(286)3590問い合わせ先

　補助を受けるため
には、がけの高さや
角度、危険住宅の位
置や建設年などの要
件に該当する必要が
あります。
　お住まいの住宅が
該当するかは、各市
町村の住宅担当課ま
でお問い合わせくだ
さい。

危険な住宅から移転するための費用の一部を補助しています
あなたのお住まいは安全ですか！ 防災について学ぼう！　県防災研修センター

がけ地の崩壊等の恐れのある
土地に建っている危険住宅

※詳しくは、県ホームページをご覧ください。
ホーム ＞ 社会基盤 ＞ 建築 ＞ 指導（建築・宅地開発） ＞ 建築物防災対策
  ＞ がけ地近接等危険住宅移転事業について

危険住宅の除却
最大802千円の補助

安全な場所への移転
最大7,227千円の補助 姶良市平松6252番地

 TEL 0995-64-5251
 FAX 0995-66-5909
 http://www.kagoshimabousai.jp/

【開館時間】午前8時30分～午後5時
【休館日】
 月曜日（祝祭日の場合は翌日）、
 12月29日～1月3日

お申し込み・お問い合わせ

○鹿児島県危機管理・防災ホームページ　

　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/index.html
○鹿児島県危機管理局twitter（ユーザー名：kikikanrikago）
　http://twitter.com/kikikanrikago
○鹿児島地方気象台
　http://www.jma-net.go.jp/kagoshima/
○土砂災害警戒区域等マップ
　県内の土砂災害警戒区域等の閲覧検索ができます。
　http://www.sabomap.jp/kagoshima/
○気象情報
　降雨状況、注意報・警報などについて情報提供します。
　http://www.pref.kagoshima.jp/bosai/weather/

鹿児島県　防災

安心して子どもを生み育てられる環境を目指して
～結婚、妊娠・出産、子育て支援～

独身男女のみなさんの出会いを応援します。

　「結婚したいけど、相手がいない」
という方のステキな出会いをサポー
トします。

　一人ひとりの子どもが健やかに成長することがで
きる社会を目指して、平成２４年８月に成立した「子ど
も・子育て関連３法」に基づき、幼児期の学校教育や保
育、地域の子育て支援を総合的に推進します。

●　「女性健康支援センター」にご相談ください。
　思春期から更年期に至る女性の、妊娠・出産や婦  

　人科的疾患、更年期障害などの女性の健康に関す
　る相談を受け付けています。

　一般相談窓口：県各保健所
　専門相談窓口：鹿児島県助産師会
※母子手帳の交付、妊婦健診、妊婦教室・両親学

　　級、訪問指導などについては、各市町村で行って
　　います。

県庁子ども福祉課　☎099(286)2775問い合わせ先

妊娠、出産についてひとりで悩んでいませんか？

●　「不妊専門相談センター」にご相談ください。
 　不妊に悩むご夫婦などを対象に、不妊治療に関する
　情報提供や相談を受け付けています。
 　一般相談窓口：県各保健所
 　専門相談窓口：鹿児島大学病院

不妊について悩んでいませんか？

●　特定不妊治療（体外受精及び顕微授精）を受ける夫婦に
　対して不妊治療助成金を給付します。
 　詳しくは、県各保健所（鹿児島市にお住まいの方は鹿児
　島市母子保健課）へお問い合わせください。

不妊治療にかかる費用を助成します。

●　離島の特定不妊治療受診者に対して、指定医療機関までの
交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　また、常駐の産科医がいない離島地域の妊婦が遠方の産
科医療機関を利用せざるを得ない場合に、妊婦健診や出産時
に要する交通費や宿泊費の一部を助成します。

　　詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。

離島にお住まいの方の負担を軽減します。

●　小学校就学前の施設としては、これまで幼稚
園と保育所の２つが多く利用されてきました。
新制度では、幼稚園と保育所に加えて、両方の
良さをあわせ持つ「認定こども園」を地域の実
情に応じて普及していきます。

●　少人数の子どもを保育する「地域型保育」を新
設し、待機児童の多い３歳未満児の保育を増や
し、子育てしやすい、働きやすい社会にします。

子ども・子育て支援新制度の主な取組

●　新制度では、幼稚園・保育所・認定こども園・
地域型保育等の利用を希望される保護者の方は、
お住まいの市町村の認定を受ける必要がありま
す。

　　なお、新制度に移行しない私立幼稚園について
は、認定の手続きは必要ありません。

●　保護者の所得に応じて各市町村が定めます。
●　毎年９月が保育料の切替時期になります。

新制度の利用にかかる保育料

●　地域のニーズに合わせ、放課後児童クラブを
増やしていくとともに、新制度では、職員や施設・
設備について新たに基準を設けて質の向上を図
っていきます。

●　小学校６年生まで対象になります。
利用手続き

　妊娠や出産、不妊などに関する悩
みを解消し、不妊治療や離島出産など
にかかる経費を助成することで安心し
て子どもを産める環境をつくります。

平成27年４月から
「子ども・子育て支援新制度」
が始まりました。

　子どもは未来を担う大切な宝物です。県では、地域に子どもたちの明るい笑顔があふれ、安心して子育てができる環
境をつくるため、結婚､妊娠・出産､子育てという各ライフステージにあわせた幸せづくりを応援します。

　県内の雨量や水位、土砂災害
警戒情報、気象警報等の発表状
況はインターネットや携帯電話、
スマートフォンで見ることができ
ます。

河川砂防情報システム

○鹿児島県河川砂防情報システム
http://www3.doboku-bousai.pref.kagoshima.jp/

■スマートフォン版■携帯電話版

幼稚園や保育所・認定こども園の利用方法

◎台風情報などを注意深く聞く
◎むやみに外出しない
◎停電に備えて懐中電灯や
　携帯ラジオの準備
◎避難に備えて飲料水や
　生活用水の確保
◎避難勧告が出ていなくても、危険を感じたら
　自主避難を

◎慌てず、騒がず冷静に
◎まず我が身の安全を確保
◎揺れが止まったら
　素早く火の始末
◎非常脱出口の確保
◎避難のときは、落下物
　に注意
◎正しい情報をつかむ

台風や大雨のときは 地震が起きたら 津波から身を守るためには
◎強い揺れ、弱くてもゆっくりとした長い揺れを感じた

ら直ちに海岸から離れ、急いで高台などの安全な場
所へ避難する

◎津波警報等が発表されたら、海岸
にいる人は直ちに海岸から離れる

◎津波は繰り返し襲ってくるので、
警報等が解除されるまで海岸に
近づかない　　　　　
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放課後児童クラブ受入対象の拡大

※詳しくは県ホームページ
　をご覧ください。
　ホーム > 健康・福祉 > 
　青少年・子ども > 
　子ども・子育て支援新制度

※危険箇所の詳しい場所については、お住まいの市町村などに確認してください。※ここに紹介した土砂災害の前兆は、すべてではありません。これらを参考に早めに避難しましょう。

結婚

妊娠・出産

子育て

県庁青少年男女共同参画課　☎099(286)2148問い合わせ先

市町村に
「保育の必要性」の
認定を申請します

申請者の希望、
保育所等の状況など
により、市町村が
利用調整をします

保育所等の
利用希望の
申込みをします

利用先の
決定後、
契約となります

市町村から
認定証が
交付されます

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5
幼稚園等に
直接利用
申込みをします

  

幼稚園等を通じて
市町村から認定証が
交付されます

幼稚園等を通じて
利用のための
認定を申請します

幼稚園等と
契約をします

幼稚園等から
入園の内定を
受けます

幼稚園等を利用希望の場合

保育所等を利用希望の場合


